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0 1
清 掃 セ ン タ ー に つ い て
せい そう

清掃
せいそう

センターはごみの 焼 却
しょうきゃく

施設
しせつ

です。5 つの市町村
しちょうそん

から発生
はっせい

する⼀
いっ

般
ぱん

ごみや破砕
はさい

後
ご

の可燃
かねん

性
せい

粗大
そだい

ごみを 焼 却
しょうきゃく

しています。 

清掃
せいそう

センターで 焼 却
しょうきゃく

処理
しょり

をする主
おも

な目的
もくてき

は次
つぎ

のとおりです。 

①地域
ちいき

の衛生
えいせい

環 境
かんきょう

を守
まも

るため 

 皆
みな

さんの生活
せいかつ

から出
で

るごみを放置
ほうち

していると、ごみが腐
くさ

って悪 臭
あくしゅう

や害虫
がいちゅう

などが発生
はっせい

しま

す。回 収
かいしゅう

された日向
ひゅうが

・ 東
ひがし

臼杵
うすき

地域
ちいき

のごみを、清掃
せいそう

センターで 焼 却
しょうきゃく

し灰
はい

にすることによっ

て、ごみを無害
むがい

化
か

し地域
ちいき

の衛
えい

生
せい

環 境
かんきょう

を守
まも

ります。 

②ごみの 量
りょう

を減
へ

らすため 

ごみを燃
も

やすと、その 重 量
じゅうりょう

を約
やく

10分
ぶん

の 1 まで減 量
げんりょう

することができます。 

燃
も

やさずにごみを埋
う

めてしまうと、最 終
さいしゅう

処分場
しょぶんじょう

（埋
う

め立
た

て地
ち

）はすぐに⼀杯
いっぱい

になってしま

い、 新
あたら

しい処分場
しょぶんじょう

を作
つく

るのにたくさんのお金
かね

が必要
ひつよう

となります。 

 燃
も

やしてごみの 量
りょう

を減
へ

らすことにより、 焼 却
しょうきゃく

後
ご

の灰
はい

を埋
う

め立て処分
しょぶん

するための最 終
さいしゅう

処分場
しょぶんじょう

を⻑
なが

い期間
きかん

使
つか

うことができ、また簡単
かんたん

に運
はこ

ぶことが出来
で き

ます。 

③自然
しぜん

環 境
かんきょう

を守
まも

るため  

ごみを 焼 却
しょうきゃく

するときには、専用
せんよう

の 焼 却
しょうきゃく

炉
ろ

により高温
こうおん

での 焼 却
しょうきゃく

を行
おこな

わないと、ダイオ

キシンなどの有害
ゆうがい

ガスの発生
はっせい

につながり、地域
ちいき

の環 境
かんきょう

に悪
わる

い影 響
えいきょう

を与
あた

えるおそれがありま

す。そのため、ごみを個人
こじん

が勝手
かって

に 焼 却
しょうきゃく

することは、法律
ほうりつ

で原則
げんそく

禁止
きんし

されています。 

 清掃
せいそう

センターの 焼 却
しょうきゃく

炉
ろ

では様々
さまざま

な種類
しゅるい

のごみを高温
こうおん

で 焼 却
しょうきゃく

することが可能
かのう

です。ま

た、排気
はいき

ガスを高度
こうど

処理
しょり

によって無害
むがい

化
か

しており、地域
ちいき

の自然
しぜん

環 境
かんきょう

を守
まも

ることが可能
かのう

となって

います。 

 



0 2
ご み を 破 砕 ・ 分 別 す る 目 的

出典:（公財）日本容器包装リサイクル協会

は さい ぶん べつ もく てき

清掃
せいそう

センターでは、プラスチック製
せい

衣装
いしょう

ケースや 畳
たたみ

などの可燃
かねん

性
せい

粗大
そだい

ごみの破砕
はさい

処理
しょり

を 行
おこな

っています。可燃
かねん

性
せい

粗大
そだい

ごみを適度
てきど

な大
おお

きさに砕
くだ

いて小
ちい

さくすることによって、⼀般
いっぱん

ごみと混
ま

ざった状 態
じょうたい

でも安定
あんてい

して 焼 却
しょうきゃく

できるようにします。  

 ごみの分別
ぶんべつ

がされていないと、本当
ほんとう

ならリサイクルできたものを 焼 却
しょうきゃく

してしまうことにな

ってしまい、地球
ちきゅう

環 境
かんきょう

や市町村
しちょうそん

に負担
ふたん

がかかってしまいます。 

 さらに、分別
ぶんべつ

ルールが守
まも

られずに、燃
も

やせるごみに火災
かさい

の原因
げんいん

となる危険
きけん

ごみ（カセットボ

ンベや電池
でんち

など）が混
ま

ざったら、ごみピット内
ない

で火災
かさい

が発生
はっせい

し施設
しせつ

が壊
こわ

れてしまいます。そう

なると、5 つの市町村
しちょうそん

に住
す

む人
ひと

たちのごみが全
まった

く燃
も

やせなくなってしまいます。  

 実際
じっさい

に、他県
たけん

のごみ処理
しょり

施設
しせつ

ではごみピット内
ない

で火災
かさい

が発生
はっせい

し、約
やく

10ヶ
か

月
げつ

もの 間
あいだ

ごみの

焼 却
しょうきゃく

が出来
で き

なくなってしまいました。 

 皆
みな

さんの生活
せいかつ

に必要
ひつよう

なごみ処理
しょり

施設
しせつ

を守
まも

るため、ごみの正
ただ

しい分別
ぶんべつ

にご 協 力
きょうりょく

をお願
ねが

いし

ます。 

 



0 3
プ ラ ッ ト ホ ー ム ・ ご み ピ ッ ト

ごみピットは、プラットホームから投
とう

⼊
にゅう

された燃
も

やせ

るごみを貯
た

める場所
ばしょ

です。約
やく

9 メートルの深
ふか

さがあり、

貯
た

められるごみは約
やく

480 トンほどです。  

これは、⼀般
いっぱん

的
てき

なごみ収 集 車
しゅうしゅうしゃ

240台分
だいぶん

の重
おも

さにな

ります。1日
にち

平均
へいきん

約
やく

64 トン※のごみが地域
ちいき

から発
はっ

生
せい

する

ため、約
やく

7日分
にちぶん

のごみを貯
た

めておくことができます。  

  

また、焼 却 炉
しょうきゃくろ

の燃 焼
ねんしょう

ゾーンで使
つか

う空気
くうき

をごみピット

から送
おく

り込
こ

むことによって、嫌
いや

なにおいをごみといっし

ょに燃
も

やしてしまいます。さらに、悪 臭
あくしゅう

を防
ふせ

ぐためにご

み投 ⼊
とうにゅう

扉
とびら

の近
ちか

くでは消 臭 剤
しょうしゅうざい

を散布
さんぷ

しています。 

 

車
くるま

からごみを降
お

ろすエリアをプラットホームといいます。

写真
しゃしん

に写
うつ

っている青
あお

緑色
みどりいろ

の 扉
とびら

の向
む

こう側
がわ

に、ごみピットが

あります。ごみを積
つ

んだ車
くるま

は、 扉
とびら

を開
あ

けてピットに投 ⼊
とうにゅう

し

ます。  

ごみピットへの投 ⼊
とうにゅう

扉
とびら

は、投 ⼊
とうにゅう

時
じ

以外
いがい

は 扉
とびら

を閉
し

めて

おり、ごみの臭
にお

いを外
そと

に出
だ

さないようになっています。  

 ここで、ごみの持ち込
も  こ

みを監視
かんし

する職 員
しょくいん

が 

 ・持
も

ち込
こ

まれたごみは、清掃
せいそう

センターに持
も

ち込
こ

んで 

良
よ

いごみかどうか。 

 ・ごみの分別
ぶんべつ

がきちんとされているのか、危険
きけん

な物
もの

 

が混
ま

ぜられていないか。 

 ・プラットホームで、危
あぶ

ない行為
こうい

をしている人
ひと

は 

いないか。 

 などをチェックしています。ルールが守
まも

られていないごみ

については、分別
ぶんべつ

方法
ほうほう

などを指導
しどう

して持
も

ち帰
かえ

ってもらうこと

もあります。 

 



0 4
ご み ク レ ー ン

ごみピットに投
とう

⼊
にゅう

されるごみは色々
いろいろ

なものがあります。 

もし、水
すい

分
ぶん

が多
おお

く燃
も

えづらいごみばかりを 焼 却
しょうきゃく

炉
ろ

に投 ⼊
とうにゅう

してしまうと、 炉
ろ

の温度
おんど

が低下
ていか

し

てしまい、安定
あんてい

した燃 焼
ねんしょう

をすることが出来
で き

ません。 

 そこで、⽊
き

くずなどの燃
も

えやすいごみと他
ほか

のごみを、クレーンを利用
りよう

してよく混
ま

ぜ合
あ

わせる

ことによって、焼却炉
しょうきゃくろ

での安定
あんてい

燃 焼
ねんしょう

を 行
おこな

えるようにしています。 

貯
た

まったごみは、３０分
ふん

に１回
かい

程度
ていど

、⼀度
ど

に約
やく

１５００ｋｇつかまれて、焼却炉
しょうきゃくろ

の⼊り⼝

となる「ごみ投 ⼊
とうにゅう

ホッパ」に投 ⼊
とうにゅう

されます。  

 ただし、布団
ふとん

などの⻑
なが

いものや大
おお

きすぎるものがあると、ごみ投 ⼊
とうにゅう

ホッパに引
ひ

っかかってし

まいます。そのため、布団
ふとん

やカーペットなどはひもでしばって捨
す

ててもらうようにお願
ねが

いして

います。 

 なお、ごみクレーンは自動
じ ど う

運転
うんてん

も可能
かのう

です。夜間
やかん

など、ごみ搬
はん

⼊
にゅう

のない時間帯
じかんたい

は無
む

人
じん

で

運転
うんてん

をしており、ごみ投 ⼊
とうにゅう

ホッパに⼊
はい

っているごみが減
へ

ると、クレーンが自
じ

動
どう

的
てき

にごみを投
とう

⼊
にゅう

するようになっています。 

 



0 5
ご み 焼 却 （ ス ト ー カ 式 ）

しょう きゃく

ごみクレーンで投 ⼊
とうにゅう

されたごみは、 焼 却
しょうきゃく

炉
ろ

で燃
も

やします。清掃
せいそう

センターでは、1日
にち

あたり

80 トン燃
も

やせる炉
ろ

が２つあり、２４時間
じかん

連続
れんぞく

で運転
うんてん

しています。 

焼却炉
しょうきゃくろ

の中
なか

は階段状
かいだんじょう

になっており、床
ゆか

（ストーカ）が動
うご

く仕組
し く

みになっています。ごみ

投 ⼊
とうにゅう

⼝
ぐち

から炉内
ろない

に⼊
はい

ったごみは、ゆっくりと炉内
ろない

を進
すす

んでいきます。 

焼却炉
しょうきゃくろ

内
ない

のストーカは乾燥
かんそう

・燃 焼
ねんしょう

・後
ご

燃 焼
ねんしょう

の 3 つのゾーンに分
わ

かれています。 

 流
なが

れとしては、以下
い か

のとおりとなっています。  

① 乾燥
かんそう

ゾーンにて、炉内
ろない

の熱
ねつ

と床下
ゆかした

から送
おく

られる１００～２００度
ど

の熱風
ねっぷう

でごみを乾燥
かんそう

さ

せ、よく燃
も

える状 態
じょうたい

にします。 

② 炉内
ろない

中 央
ちゅうおう

の燃 焼
ねんしょう

ゾーンでは、ごみを本格
ほんかく

的
てき

に燃 焼
ねんしょう

させます。 

床下
ゆかした

から 勢
いきお

いよく、予熱
よねつ

した燃 焼
ねんしょう

用
よう

空気
くうき

を送
おく

り込
こ

むことによって、重油
じゅうゆ

などの燃 料
ねんりょう

を使用
しよう

することなく、ダイオキシン類
るい

の発生
はっせい

を抑
おさ

えられる高温
こうおん

（800度
ど

以上
いじょう

）でごみを

焼 却
しょうきゃく

できます。  

③ 最後
さいご

の後
ご

燃 焼
ねんしょう

ゾーンでは、わずかな燃
も

え残
のこ

りも完全
かんぜん

に燃 焼
ねんしょう

させて、焼却炉
しょうきゃくろ

出⼝
でぐち

下
した

の 

灰
はい

出
だ

しコンベアに焼 却 灰
しょうきゃくばい

を移動
いどう

させます。 

 炉内
ろない

温度
おんど

や排
はい

ガス等
とう

の情 報
じょうほう

は、中 央
ちゅうおう

制御室
せいぎょしつ

の監視
かんし

装置
そうち

に送
おく

られます。その状 況
じょうきょう

に応
おう

じ

て、ごみの投 ⼊
とうにゅう

速度
そくど

や各所
かくしょ

の空気
くうき

量
りょう

を変更
へんこう

し、適切
てきせつ

な温度
おんど

で 焼 却
しょうきゃく

できるよう常
つね

に調 整
ちょうせい

をしています。 

 



0 6
排 ガ ス の 処 理 と 公 害 監 視 装 置

しょ りはい こう がい かん し そう ち

ごみが燃
も

えた時
とき

に発生
はっせい

する排
はい

ガスの処理
しょり

については、

まずガス冷 却
れいきゃく

室
しつ

で水
みず

の噴射
ふんしゃ

により冷 却
れいきゃく

し、その後
ご

空気
くうき

予熱
よねつ

機
き

に送
おく

られます。 

ここで熱
ねつ

を回 収
かいしゅう

することにより、排
はい

ガスの温度
おんど

は、約
やく

２９０度
ど

まで下
さ

がります。 

その後
ご

、空冷式
くうれいしき

減温
げんおん

装置
そうち

で排
はい

ガスに空気
くうき

を送
おく

り込
こ

むこ

とで、約
やく

２００度
ど

以下
い か

に温度
おんど

を下
さ

げます。  

 急 激
きゅうげき

に排
はい

ガスの温度
おんど

を下
さ

げるのは、分解
ぶんかい

したダイオキ

シンが 再
ふたた

び発生
はっせい

することを防
ふせ

ぐためです。 

 温度
おんど

を下
さ

げた後
あと

は、消石灰
しょうせっかい

を吹
ふ

き込
こ

むことで有害
ゆうがい

成分
せいぶん

を取
と

り除
のぞ

き、発生
はっせい

したダイオキシン類
るい

は特殊
とくしゅ

なろ布
ふ

によって分解
ぶんかい

します。 

飛灰
ひばい

は触 媒
しょくばい

バグフィルタでキャッチし、排
はい

ガスは

最 終
さいしゅう

的
てき

にきれいな空気
くうき

となって煙突
えんとつ

から外
そと

へ出
で

ていきま

す。（大気
たいき

が冷
つめ

たい冬場
ふゆば

は、排
はい

ガスと大気
たいき

の温度差
お ん ど さ

によ

り、白
しろ

い 煙
けむり

のように見
み

えることがありますが、悪
わる

い成分
せいぶん

は含
ふく

まれていません） 

 

公害
こうがい

監視
かんし

装置
そうち

は、 集
しゅう

じん装置
そうち

できれいになった後
あと

の排
はい

ガスの成分
せいぶん

を測定
そくてい

し、燃 焼
ねんしょう

・排
はい

ガス処理
しょり

の

状 況
じょうきょう

を監視
かんし

します。 

この装置
そうち

は各
かく

炉
ろ

ごとに設置
せっち

されており、⼀酸化炭素
いっさんかたんそ

（CO）、窒素
ちっそ

酸化物
さんかぶつ

（NOx）、硫黄
い お う

酸化物
さんかぶつ

（SOx）、

酸素
さんそ

（O2）、塩化
えんか

水素
すいそ

（HCL）の 濃度
のうど

を測定
そくてい

するこ

とができます。 

 排
はい

ガスの各
かく

成分
せいぶん

が規定値
き て い ち

以内
いない

に保
たも

たれるよう

に、コンピュータが燃 焼
ねんしょう

状 態
じょうたい

を確認
かくにん

し、薬剤
やくざい

の

量
りょう

などを調 整
ちょうせい

します。 

 



0 7
焼 却 後 の 灰 の 処 理

しょう きゃく ご はい しょ り

ごみを燃
も

やした後
あと

には、焼 却
しょうきゃく

灰
ばい

と飛灰
ひばい

が発生
はっせい

し

ます。 

 通 常
つうじょう

の焼 却
しょうきゃく

灰
ばい

については、焼却炉
しょうきゃくろ

の下
した

にあ

るコンベアから運
はこ

ばれ、加湿
かしつ

処理
しょり

をした後
あと

、灰
はい

ピッ

トに貯
た

められます。 

その灰
はい

を、ダンプトラックを使
つか

って 週
しゅう

に 3回
かい

、

最 終
さいしゅう

処分場
しょぶんじょう

（埋
う

め立
た

て地
ち

）に運
はこ

び、埋
う

め立
た

て

処理
しょり

をしています。 

 飛灰
ひばい

については、重金属
じゅうきんぞく

類
るい

が多
おお

く含
ふく

まれている

場合
ばあい

があるため、そのまま埋
う

め立
た

ててしまうと

環 境
かんきょう

に悪影響
あくえいきょう

を与
あた

えてしまいます。 

 そのため、混練
こんれん

機
き

という機械
きかい

を使
つか

い、キレート剤
ざい

という薬品
やくひん

と混
ま

ぜ合
あ

わせることで、重金属類
じゅうきんぞくるい

が溶
と

け出
だ

さないように安定
あんてい

化
か

処理
しょり

をしてから埋
う

め立
た

てを

行
おこな

っています。 
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排 水 の 処 理
はい すい しょ り

清掃
せいそう

センターから発生
はっせい

する排
はい

水
すい

は、大
おお

きく３つあります。  

 １つ目
め

は、ごみピットに貯
た

まっているごみから発生
はっせい

する汚水
おすい

です。 

この汚水
おすい

は、ごみピット下部
か ぶ

にある汚水
おすい

ピットから回 収
かいしゅう

し、ごみ汚水
おすい

ろ過
か

器
き

を通
とお

した後
あと

、

噴霧器
ふ ん む き

を使
つか

い焼却炉
しょうきゃくろ

内
ない

に吹
ふ

き込
こ

んで 焼 却
しょうきゃく

処理
しょり

しています。 これにより悪 臭
あくしゅう

を消
け

すことが

できます。 

 ２つ目
め

は、センター内
ない

各所
かくしょ

の清掃
せいそう

作業
さぎょう

などで使
し

用
よう

される雑排
ざつはい

水
すい

です。 

これは主
おも

に排水
はいすい

処理
しょり

装置
そうち

で処理
しょり

しています。まず沈砂
ちんさ

槽
そう

で不純物
ふじゅんぶつ

を取
と

り除
のぞ

き、苛性
かせい

ソーダや

凝 集
ぎょうしゅう

剤
ざい

等
とう

の薬品
やくひん

を使
つか

った後
あと

、処理
しょり

装置
そうち

を通
とお

して浄化
じょうか

処理
しょり

された水
みず

と汚泥
おでい

に分離
ぶんり

します。 

処理
しょり

水
すい

は排
はい

ガスの温度
おんど

を下
さ

げるための「ガス冷却
れいきゃく

水
すい

」として再
さい

利用
り よ う

します。汚泥
おでい

は、ごみピッ

ト内
ない

に戻
もど

して 焼 却
しょうきゃく

処理
しょり

します。  

 3 つ目
め

のトイレ・手
て

洗
あら

い等
とう

の生
せい

活
かつ

排
はい

水
すい

は浄化槽
じょうかそう

で処理
しょり

し、沈砂
ちんさ

槽
そう

を通
とお

した後
あと

、雑排水
ざつはいすい

と

同様
どうよう

に処理
しょり

をして再
さい

利用
りよう

をします。 

 このように、清掃
せいそう

センターで使
つか

う全
すべ

ての水
みず

を循 環
じゅんかん

再
さい

利
り

用
よう

することによって、施設
しせつ

の外
そと

に排
はい

水
すい

を出
だ

さない仕組
し く

みになっています。 
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ごみ処理の全体図・焼却熱の再利用

しょ り しょうきゃくねつ さい り ようぜん たい ず

下
した

の図
ず

は、清掃
せいそう

センターのごみ処理
しょり

のしくみを図
ず

にしたものです。 

 

上
うえ

の図
ず

の空気
くうき

予熱
よねつ

機
き

の近
ちか

くに「温水
おんすい

発生器
はっせいき

」と

いう装置
そうち

があります。 

 この装置
そうち

により清掃
せいそう

センターでは、ごみを

焼 却
しょうきゃく

したときに発生
はっせい

する熱
ねつ

でお湯
ゆ

をわかすこと

で、 焼 却
しょうきゃく

熱
ねつ

を温水
おんすい

と暖房
だんぼう

に再
さい

利用
りよう

しています。 

 



日向東臼杵広域連合 清掃センター
宮崎県日向市大字富高2192番地
TEL：０９８２ー５３ー３４０１
FAX：0982ー52ー7889

URL：http://hyuga-kouiki.jp/

清掃センターの紹介動画を

YouTubeにアップしています！→


